
愛媛県教育委員会６月定例会議事録 

 

１ 開会の日時及び場所 

   令和７年６月４日（水）午後３時00分 

   愛媛県庁 第一別館 教育委員室 

２ 出席者 

   教育長 髙岡哲也  委 員 関 啓三  委 員 北須賀逸雄 

  委 員 畠山千愛  委 員 田坂文明  委 員 山下由美 

３ 欠席委員 

   なし 

４ 会議に出席した公務員の職氏名 

副教育長 小山哲司     指導部長 小池達士 

教育総務課長 栗田 謙   施設厚生室長 加藤 剛 

社会教育課長 伊賀上慶樹  文化財保護課長 廣田 聡 

保健体育課長 近藤博隆   義務教育課長 渡部真一 

高校教育課長 川本昌宏   高校教育課魅力化推進監 野村竜也 

人権教育課長 佐々木直   特別支援教育課長 壽海雅彦 

５ 会議の概要 

 (1) 開 会（午後３時00分） 

（教育長） ただいまから教育委員会６月定例会を開会します。 

   傍聴人の皆様に申し上げます。傍聴人は、所定の席で、静粛に傍聴願い

ます。また、携帯電話等は電源を切るなどしておいていただきますよう御

協力をお願いいたします。 

（教育長） それでは、始めに委員の皆様に提案させていただきます。本日

の議事のうち、議案第27号愛媛県教育支援委員会委員の任命について及び

その他の協議案件の表彰案件（２件）につきましては、人事案件であるこ

とから、また、その他の協議案件の令和７年度６月補正予算案、教育委員

会関係の条例の一部改正案（１件）及び教育委員会関係の請負契約の締結

（１件）につきましては、今後、知事が最終決定をして、県議会に上程さ

れる予定の案件ですが、知事による公表がされていないことから、審議を

非公開としたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（全委員） 異議なし。 

（教育長） それでは、そのようにさせていただきます。 

（教育長） 次に、議事進行について、御意見をいただきたいと思います。 

配布しております次第の順に議事を進行しますと、公開案件の中途に

非公開案件が入ることになりまして、その都度、傍聴人及び報道機関の

皆様に入退出していただくことになりますので、公開案件を先にまとめ

て審議したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（全委員） 異議なし。 

 （教育長） それでは、そのようにさせていただきます。最初に公開案件か



ら審議することといたします。事務局が資料を配布しますので、少々お待

ちください。 

 (2) ５月定例会議事録の承認 

 （教育長） ５月定例会議事録の承認についてお諮りいたしますが、委員の

皆様よろしいでしょうか。 

 （全委員） 異議なし。 

 （教育長） 全員異議ございませんので、原案のとおり承認されました。 

議案審議については、非公開のため、専決処分の承認に移ります。 

 (3) 議 事 

専決処分の承認 

  ○教職員の報賞について 

 （教育長） 教職員の報賞について、事務局から説明をお願いします。 

 （高校教育課長） 令和７年５月31日に退職した愛媛県立東温高等学校教

諭二神美智子の報賞について、愛媛県教育委員会教育長専決規則第２条

第２項の規定により専決処分しましたので、同規則第４条の規定により

ここに報告します。 

なお、二神教諭は勤続26年２月でありまして、愛媛県教職員報賞規程

運用方針の25年以上勤続したもののうち、特に優秀な成績であって、学

校経営、児童生徒の指導、教授法の改善、学術の研究改善、その他教育

に関する事項に功績のあったものという要件に該当します。 

御承認をお願いします。 

（教育長） ただいまの説明につきまして、御意見・御質問等がございま

したら、お願いいたします。 

（教育長） 特によろしいでしょうか。 

（全委員） 異議なし。 

（教育長） 全員異議ございませんので、教職員の報賞については、原案

のとおり承認されました。 

（教育長） 以上で専決処分の承認を終了します。 

（教育長） ここからは、非公開案件の審議に入りますので、傍聴人及び

報道機関の皆様は退席をお願いいたします。 

（教育長） 議案審議に移る旨宣する。 

議案審議 

  ○議案第27号 愛媛県教育支援委員会委員の任命について 

 （教育長） 議案説明を求める。 

（特別支援教育課長） 愛媛県教育支援委員会委員である愛媛県特別支援

学級・通級指導教室設置学校長協会長及び愛媛県特別支援学校長会長の

交代に伴い、後任の委員を愛媛県教育支援委員会設置規則第３条第２項

の規定により任命する原案を説明する。 

（教育長） 意見を求める。 

（教育長） 原案について諮る。 



（全委員） 異議ない旨答える。 

（教育長） 原案のとおり可決決定する旨宣する。 

（教育長） 議案審議を終了し、その他の協議に移る旨宣する。 

(4) その他 

○令和７年度６月補正予算案について 

（教育長） 協議題の説明を求める。 

 （副教育長） 愛媛県議会６月定例会に提案予定の令和７年度６月補正予 

算案の教育委員会関係分について、概要を説明する。 

（教育長） 意見を求める。 

（教育長） 原案について諮る。 

（全委員） 異議ない旨答える。 

（教育長） 了承する旨宣する。 

○教育職員の休日、休暇並びに勤務時間等に関する条例の一部を改正す

る条例について 

（教育長） 協議題の説明を求める。 

 （高校教育課長） 教育職員の休日、休暇並びに勤務時間等に関する条例

の一部を改正する条例について、説明する。 

（教育長） 意見を求める。 

（北須賀委員） 同様の改正が全国的に行われているのか質問する。 

（高校教育課長） 同様の改正が全国的に行われている旨、改正内容の一

部について県教育委員会では平成27年度から取り組んでいる旨答える。 

（教育長） 原案について諮る。 

（全委員） 異議ない旨答える。 

（教育長） 了承する旨宣する。 

○宇和島水産高校水産実習船製造の請負契約の締結について 

（教育長） 協議題の説明を求める。 

 （施設厚生室長） 愛媛県議会６月定例会に提案予定の宇和島水産高校水

産実習船製造の請負契約の締結について説明する。 

（教育長） 意見を求める。 

（北須賀委員） 新造船について、現在の実習船と比較して、どのような

特徴があるのか質問する。 

（施設厚生室長） 新造船の特徴について、感染症対策としてトイレ付き

の病室等衛生設備の追加、海洋汚染防止法改正による脱硝装置の設置、

運航及び生活環境に適したタンク容量の拡大、生徒の６人部屋の解消等

船内居住スペースの確保等に伴い、船体の大型化を図るものとなってい

る旨答える。 

（田坂委員） 航海実習で実習船に乗る生徒の人数について質問する。 

（施設厚生室長） 新造船の生徒の定員は50名である旨答える。 

（畠山委員） 新造船が使えるようになる時期について質問する。 

（施設厚生室長） 令和９年10月の完成を予定している旨答える。 



（畠山委員） 新造船での遠洋航海実習を開始する時期について質問する。 

（施設厚生室長） 未定であるが令和10年以降になることもある旨答える。 

（教育長） 新造船は、宇和島南中等教育学校と宇和島水産高校が統合し

て、宇和島南高校が開校する年度に合わせて竣工することを想定してい

る旨説明する。 

（関委員） 材料費等の高騰による費用への影響について質問する。 

（施設厚生室長） 人件費、資材、運搬費等の高騰により、設計船価が当

初計画から約1.3倍に増加している旨答える。 

（教育長） 原案について諮る。 

（全委員） 異議ない旨答える。 

（教育長） 了承する旨宣する。 

○令和７年度学校保健文部科学大臣表彰について 

（教育長） 協議題の説明を求める。 

 （保健体育課長） 令和７年度学校保健文部科学大臣表彰の被表彰候補者 

（２名）及び被表彰候補団体（２校）の推薦について説明する。 

（教育長） 意見を求める。 

（教育長） 原案について諮る。 

（全委員） 異議ない旨答える。 

（教育長） 了承する旨宣する。 

○令和７年度学校安全文部科学大臣表彰について 

（教育長） 協議題の説明を求める。 

 （保健体育課長） 令和７年度学校安全文部科学大臣表彰の被表彰候補団 

体（１校）の推薦について説明する。 

（教育長） 意見を求める。 

（畠山委員） 被表彰候補団体の活動状況について質問する。 

（保健体育課長） 被表彰候補団体の活動状況について答える。 

（教育長） 原案について諮る。 

（全委員） 異議ない旨答える。 

（教育長） 了承する旨宣する。 

（教育長） その他の協議を終了し、非公開案件終了のため会議を公開す 

る旨宣する。 

(5) 閉 会（午後３時31分） 

 （教育長） 以上で、本日の審議事項を全て終了いたしましたので、教育委

員会６月定例会を閉会いたします。 


